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11
月
22
日
「
有
機
農
業
・
有

機
給
食
等
に
関
す
る
懇
談
会
」

を
市
役
所
で
開
催
し
、
市
内
で

有
機
的
農
業
に
取
り
組
む
若
手

農
業
者
３
名
を
招
き
、
市
長
、

担
当
課
職
員
お
よ
び
農
業
委
員

６
名
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　
最
初
に
、
市
内
中
学
校
の
給

食
で
の
特
別
栽
培
米
の
提
供
と

そ
の
残
量（
食
べ
残
し
）調
査
と
、

茨
城
県
常
陸
大
宮
市
開
催
さ
れ

た
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
つ
い
て
担
当
課
職
員
か

ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
参
加
し
た
若

手
農
業
者
か
ら
、
減
農
薬
か
ら

無
農
薬
を
目
指
し
、
有
機
Ｊ
Ａ

Ｓ
認
証
の
取
得
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
や
、完
全
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
店
舗
へ
の
販
路
拡
大
、

 

有
機
農
業
・
有
機
給
食
等
に
関
す
る
懇
談
会
を
開
催

ま
た
農
産
物
そ
の
も
の
だ
け
で

な
く
６
次
産
業
へ
の
事
業
拡
大
、

葉
物
野
菜
の
ネ
ッ
ト
販
路
や
コ

ラ
ボ
商
品
の
開
発
な
ど
、
積
極

的
な
有
機
農
業
へ
の
取
り
組
み

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

市
に
対
し
て
は
、
行
政
に
よ

る
除
草
等
の
農
業
機
械
貸
し
出

し
や
、
有
機
的
農
業
の
推
進
の

一
助
と
し
て
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証

の
地
域
認
証
所
得
の
提
案
等
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
有
機
給

食
に
つ
い
て
は
、
近
隣
市
町
村

の
先
行
事
例
を
踏
ま
え
て
当
市

で
も
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
と
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
か
ら
は
、
米
を
主

と
す
る
飯
山
市
の
農
業
に
お
け

る
有
機
的
農
業
へ
の
課
題
、
そ

の
目
的
等
に
つ
い
て
慎
重
に
検

討
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ
り
ま

し
た
。

　
最
後
に
市
長
の
目
指
す
農
業

者
の
所
得
向
上
の
方
策
と
し
て

ど
の
よ
う
な
農
業
ス
タ
イ
ル
が

飯
山
市
に
お
い
て
有
効
な
の
か
、

ま
た
、
有
機
給
食
に
関
し
て
は

米
の
供
給
状
況
や
食
味
、
給
食

費
無
償
化
と
の
調
整
等
、
さ
ら

な
る
意
見
交
換
が
必
要
と
し
て

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

〜
我
が
家
の
農
地
を
集
落
の
宝

と
し
て
残
す
た
め
に
〜

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
輝
か
し
い
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。　

　

昨
年
中
は
農
業
委
員
会
業

務
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
中
、
昨
年

６
月
に
「
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
理
念
に
は
、
農
業
者
の
減

少
等
が
生
ず
る
状
況
に
お
い
て

も
、
食
料
の
供
給
機
能
や
多
面

的
機
能
が
発
揮
さ
れ
、
農
業
の

持
続
的
発
展
が
図
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
旨
が
明
記
（
第
５

条
）
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
農
業
協
同
組
合
中
央

会
が
農
林
業
セ
ン
サ
ス
を
元

に
ま
と
め
た
基
幹
的
農
業
従

事
者
※
人
口
推
計
に
よ
る
と
、 

２
０
２
０
年
に
１
３
６
万
人
と

さ
れ
た
基
幹
的
農
業
従
事
者
が

２
０
３
０
年
に
は
83
万
人
と
な

り
、
２
０
５
０
年
に
は
36
万
人

と
、 
30
年
間
で
１
０
０
万
人（
７

割
）
減
少
す
る
と
い
う
見
通
し

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
飯
山
市

に
お
い
て
も
次
の
図
の
と
お
り
、

こ
の
15
年
間
で
基
幹
的
農
業
従

事
者
は
半
減
し
て
お
り
、
農
家

の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
状
況
で
す
。 

　

想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
家
の
農
地
は
10
年
後

誰
が
耕
作
し
て
い
ま
す
か
？
自

分
の
家
だ
け
で
は
ど
う
に
も
管

理
出
来
な
い
農
地
は
ど
う
し
ま

す
か
？
個
々
で
悩
む
の
で
は
な

く
、
地
域
全
体
で
農
地
の
未
来

を
考
え
、
農
地
が
荒
れ
る
前
に

引
き
継
い
で
い
く
計
画
を
立
て

ま
し
ょ
う
！
と
い
う
の
が
、
現

在
、
全
国
各
地
の
農
業
委
員
や

農
業
関
係
者
が
取
り
組
ん
で
い

る
「
地
域
計
画
」
で
す
。

　
飯
山
市
で
は
市
内
10
地
区
で

各
農
業
再
生
セ
ン
タ
ー
が
中
心

と
な
っ
て
、
毎
年
地
域
の
人
が

意
見
を
出
し
合
い
地
域
計
画
を

立
て
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。「
我
が
家
の
農
地
を
集

落
の
宝
と
し
て
残
す
た
め
に
」

「
我
が
家
の
農
地
が
地
域
の
困

り
事
に
な
ら
な
い
た
め
に
」
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
基
幹
的
農
業
従
事
者

　
（
農
業
就
業
人
口
の
内
、
普
段
仕

　

事
と
し
て
自
営
農
業
に
従
事
し

　
て
い
る
者
）

農業委員会長
  沼田　浩子

年
頭
の
ご
挨
拶

　

11
月
下
旬
、
木
島
平
村
と

外
様
の
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
基
本
的
な
役
割
は
、
収
穫
さ

れ
た
籾
を
受
け
入
れ
、
乾
燥
、

調
製
、保
管
を
行
う
こ
と
で
す
。

収
穫
直
後
の
籾
は
水
分
が
多

く
、
そ
の
ま
ま
保
管
す
る
と
品

質
が
劣
化
し
ま
す
。
そ
の
た
め

専
用
の
乾
燥
機
を
用
い
て
適
切

な
水
分
量
に
調
整
し
、
ゴ
ミ
や

異
物
を
除
去
し
て
、
粒
の
大
き

さ
や
形
を
揃
え
る
こ
と
で
商
品

価
値
を
高
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
収
穫
時
期
や
品
種

ご
と
に
適
切
な
管
理
を
行
い
、

乾
燥
・
調
製
を
一
括
し
て
行
う

た
め
、
農
家
の
負
担
が
軽
減
し

作
業
効
率
が
向
上
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
高
齢
化
や
担
い
手

不
足
が
課
題
の
農
村
地
域
で
、

農
業
の
持
続
可
能
性
が
支
え
ら

れ
ま
す
。

　
今
回
は
、
普
段
は
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
貯
蔵
ビ
ン
内
も
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
木
島
地
区
の
堤
外
の

遊
休
農
地
が
再
生
さ
れ
た
場
所

を
見
学
し
ま
し
た
。
木
島
地
区

農
業
再
生
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て

長
年
懸
案
の
土
地
で
し
た
が
、

農
業
法
人
が
無
償
で
借
り
受
け

る
形
と
な
り
、
周
辺
遊
休
農
地

も
順
次
再
生
し
て
い
く
よ
う
で

す
。

11 月  6 日
21 日
27 日
〃 日

12 月  9 日
〃 日
25 日

農業委員会役員会
長野県農業委員会大会
11月農業委員会総会
管内視察
農地相談
農業委員会役員会
12月農業委員会総会

あしあと　11・12月の活動記録

研
修
視
察
報
告

　　　　　　

　現在、飯山市や農業再生協議会や JA
ながの等にもご協力いただいています。
多くの方々に支えていただきながら今後
も理想を現実に、会員の声も実現できる
ような会にしていこうと思います。

３、飯山米をより多くの方に知ってもらう＆価値をあげ
ていくために米コンクールへの積極的な出品や学校給
食米へのアプローチ 
　飯山のお米は世界的なコンクールでも評価を得られ
ていて、胸を張って「美味しい」と言える米です。ポテ
ンシャルが非常に高く、栽培環境はとても良いのです
が、全国的な認知はまだまだ他の優良産地に及びませ
ん。そこで、これまで個人で出品していたものを「飯山
ブランド米研究会」の会員として出品することで、産地
としての認知度を高める広報活動を行っています。
　学校給食米の意見交換会に積極的に参加し、子ども
たちへの未来の話し合いにも生産者の立場で参加して
います。

２、会員の農業所得向上を図る 　
　昨今の米情勢はとても不安定です。安定した農業を営
むために農家単体から法人まで農業所得の底上げをして
いかなければ美しい里山を維持できません。そのために
今年度から「環境保全型農業直接支払交付金」に取り
組んだり、契約栽培希望者の紹介や買取あっせんなど、
現場に寄り添った活動を行っています。今後はさらに所
得が安定して、安心して営農していける事業を展開して
いく予定です。

１、情報共有ツールで有益な情報を共有 　
　農業界は今、日々情報がアップデートされています。
よりスピーディに、よりタイムリーに新鮮な情報を共有で
きるように今年度からSNSツールを用いて相互情報共
有を行っています。有益なニュースや講習会情報などを
共有することにより知識や技術の向上に寄与できると確
信しています。今後も希望者にはSNSグループに招待
して情報共有を積極的に行っていきます。グループ入会
ご希望の方は二次元コードから参加してください。

飯山ブランド米研究会について

　この会は平成２９年に飯山市内で米づくりを営む個人や法人の有志が集まり発足
しました。
　「飯山の美味しいお米をたくさんの方に知ってもらおう」「飯山米の価値を高めてい
こうじゃないか」 そのために飯山市内の米づくりを営む方なら誰でも入会できるスタ
ンスで今日まで活動してきました。

飯山ブランド米研究会会長　水野　尚哉

SNS グループ
の二次元コード
はこちら


